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要 旨
マッノザ イセ ンチ ュウー マツノマダ ラカ ミキ リに原 因す るアカマッ,ク ロマツの激 しい集団的
な枯損は,西 日本各地 のマツ林 に大 きな被害をあたえている。
本報告 は,京 都大学農学部附属演習林 白浜試験地および上賀茂試験地 にお いて,マ ツノマダ ラ
カ ミキ リに加害 された テーダマ ッおよびバ ク ショゥについて,樹 幹 における加害状況,羽 化脱出
したマツノマダ ラカ ミキ リ成虫 の大 きさなどを,1975年 および1976年 に調査 した結果を とりま と
めた もので ある。
調査木 はつ ぎのようで ある。 テーダマ ッは胸高直径13.7cm,樹 高13.Om,樹 齢14年 で,1974年
枯 死,1975年 にマツノマダ ラカ ミキ リが発 生 した。 バ クショゥは胸高直径12.6cm,樹 高7.4m,
1975年 枯死,1976年 に マツノマダ ラカ ミキ リが発生 した。 このほか の調査木 は,ク ロマッ2本
(DBH:11.5cm,H:&5m,DBH:14.4cm,H:7.5m)および アカマツ1本(11.5cm,5.6m)
であ る。
1.マ ッノマダ ラカ ミキ リ成虫の後食痕は,テ ーダ マッで は1年 枝か ら5年 枝 まで,ク ロマッ
で は1年 枝か ら7年 枝 までみ られ,そ の総数 は,テ ーダマ ツで243カ 所,ク ロマ ツで231カ 所で,
若 い1～3年 枝に多か った。
2.後 食痕の幅はテーダマツで2～10mm,ク ロマッで3～10mmで,4～6mmのものが,前
者 で78%,後 者で70%を 占めて いた。後食痕の長 さは,最 も長 いものはテーダ マッで143mm,
ク ロマッ135mmで あ ったが,多 くは30mmよ り短か った。
3.後 食痕 の面積 は,そ の長 さ×幅の88.6°oで 推定 され,テ ーダマ ツの総後食痕面積 は235
cm2,ク ロマツでは305cm2と 推定 された。 年枝別の平均後食痕面積 は,枝 の年齢が若い ほど大
き く,ま た テーダマ ツの後食痕 は クロマツのそれよ り小 さか った。
4.マ ツノマダ ラカ ミキ リは,そ の幼虫 が材へ穿入 してか ら羽化脱 出まで に,テ ーダマ ツ,ク
ロマ ッともに約45%が 死亡 して いた。樹幹表面積100cm2あ た りの羽化脱出孔 は,平 均 して テー
9ダ マ ッで0.21,ク ロマ ッで0.15,0.24,ア カマッで0.12で あ ったが,多 く脱 出 した ところでは,
テーダ マツで0.86,ク ロマ ツで0.61と なった。
5.マ ッノマダ ラカ ミキ リの成 虫は,テ ーダマッか らは1975年5月25日 か ら7月22日 まで,
バ クシ ョウか らは1976年6月22日 か ら7月14日 まで,ク ロマッか らは1976年5月25日 か ら7月
2日 まで脱出 して きた。
6.成 虫の大 きさは,白 浜 試験地 で 繁殖 した ものは,上 賀茂試験地の ものに比べ て 小さか っ
た。
7.テ ーダマ ッおよびバ クショウと もに,枯 死 した年の樹 高生長 は連年生長量 と大差な く,ま
た直径生長 も年間生長量の約 半分 は生長 して いた。
8.テ ーダマ ッおよびバ クショウの樹幹で繁殖 したマ ッノマダ ラカ ミキ リ成虫か らマッノザ イ
セ ンチュゥを確認 した。
9.テ ーダマ ツおよびバ クショウはマツノザ イセ ンチ ュウが関係 して枯 れた もの と推論 された。
ま え が き
西 日本各 地のアカマッ,ク ロマッ林の激 しい集団枯損が,マ ッノザ イセ ンチュウ(Bursaphe-
lenchuslignicolus)の 発 見( ラ)によ り,マ ツノマダ ラカ ミキ リ(iYlonochamusalternates)と の共同作
用 に起因 してい ることが明 らかに され,そ れ まで"マ ックイム シ"と して マツノシラホシゾウ属
(Shirahosizo)に 比べて,そ れほど重要 な役割を演 じていない と思 われて いた マツノマダ ラカ ミ
キ リが マッノザ イセ ンチ ュウの運 び屋 として脚光を浴び ることとな った。 マ ッノザ イセ ンチュ(の)ウ
3)
の ア カ マ ツ(Pinusdensiflora),クロ マ ツ(P.thunbergii)への 顕 著 な 加 害 性 が 判 明 し,さ ら に
3,4)
数多い マッ属各 種のマ ッノザ イセ ンチ ュウに対す る抵抗性が調査 され,テ ーダマツ(P,taeda),
3.4>4)3)
ス ラ ッ シ ュ マ ツ(1).elliottii),ダ イ オ ウ シ ョ ウ(、P.palustris),リ キ ダ マ ツ(.P.rigida),エ チ ナ ー
4>3>3)
タマ ツ(P.echinatの,プ ンゲ ンスマ ツ(P.pungens),バ ンクスマツ(P.banksiana),ス トロー
ブマツ(P.strobes),バ クシ ョウ(P.bung'eana)な どの抵(のリ)抗性 が接種 試験 などの結果 と して報告
されて いる。
京都大学農学部附属演習林 白浜 試験地(和 歌山県西牟 婁郡白浜 町)お よび上 賀茂試験地(京 都
市北区上賀茂)に は,テ ーダマ ツ,ス ラッシュマッの ほか,数 多 くのマ ッ属 が実験林,見 本樹 と
して育て られてい る。1974年 秋 に,健 全 に生育 して いた 白浜 試験 地のテーダマ ッ実験林 の1本 を,
さ らに,1975年 秋に は上 賀茂 試験 地の見本樹 のバ ク ショウを,マ ッノマダ ラカ ミキ リが食害 して
いることが確認 された。本 報告 では,そ れ ぞれの加害木か ら羽化 脱出 したマ ッノマダ ラカ ミキ リ
を捕え,そ の大 きさ,マ ツノザ イセ ンチ ュウ保有の有無 など,テ ーダマ ッでは樹幹 の食害位置,
幼虫の樹体内死亡の有無 な どを,白 浜試験地 の枯損 した野生の クロマ ッ,ア カマツとと もに調査
した結果 につ いて とりま とめた。本 調査 に協力 いただ いた白浜試験 地,上 賀茂 試験地 の職員各位,
曽根晃一氏,マ ッノザ イセ ンチ ュウを確認 して いただいた二井一禎 氏に深 謝致 します。
なお,本 報告の一部は87回 日本林学会で発表 した。
調 査 地 の 概 況
白浜,上 賀茂両試験地 において,1966年 以後,マ ツクイム シ被害木 として伐採処分 された アカ
マッ,ク ロマッの総量(幹 材 積)は 白浜試験地で520m3,上 賀茂 試験地 で220m3に 達 している。
それ らの経年 の伐採量を示す と図一1の よ うになる。
白浜 試験地が位置す る紀南海岸地方 は,マ ッノザ イセ ンチュウーマ ッノマダ ラカ ミキ リのため
に,ア カマ ツ,ク ロマ ツは激害を うけ,試 験地 に
おいて も1966年 頃か ら クロマッ の枯 死が始 ま
り,1972～1974年 には被害 は極 に達 した。以後
の被害 量の減少 は健全木 が滅少 したためで,大
径木 はほ とんど全滅 に近 い状態 に追い込まれて
いる。 初期 には平均単木材積で0。5～1.Om3の
比較 的大径木が被害を うけたが,次 第に小径木
に移 り,1976年 には平均単木 材積で,0.019m3
と若齢小径木の被害が 目立 ってい る。上賀茂試
験地 において も年 々アカマ ツが枯 れ,マ ッノザ
イセ ンチュウ,マ ツノマダ ラカ ミキ リの生存 も
確認 されてい るが,白 浜 試験地 にみ られ るよう
な激害型ではな く,被 害は軽微 である。両試験
地の被害木 は アカマツ,ク ロマツで,外 国産
マツ属の被 害はほ とんど認 め られ なか った。上
賀茂試験地では,フ ランスカ イガ ンショウ(P.
pinaster)な ど一部 に枯損 がみ られたが,そ の
一
原因については未確認である。
調 査 方 法
調査対象木 は,テ ーダマツ1本(DBH:13.7cm,H:13.Om),バクショウ1本(12.6cm,
7.4m)の 外国産マツおよび 白浜 試験地で枯死 した ク ロ マ ッ2本(11.5cm,8.5m,14.4cm,
7,5m),ア カマ ツ1本(11.5cm,5.6m)である。
テーダマツの被害木 は,1975年4月 に網室に移 し,マ ッノマダ ラカ ミキ リ成虫の羽化 脱出後 に,
樹 幹解析資料 を求め,被 害材を細か く割材 し,幼 虫 の材への穿入孔,蠣 室,成 虫の脱出孔 を確認
し,そ の位 置を記録 した。 さらに,す でにマッノマダ ラカ ミキ リが羽化脱出 したク ロマツ立枯木
1本 について同様の調査 を行な った。またテーダマツ枝条の マツノマダ ラカ ミキ リ成虫 の後食痕
を確認 し,そ の大 きさを長 さと幅で求 め,一 部 は紙 に写 して面積を求 めた。1976年 にはクロマッ
で 同様 の調査 を,さ らに立枯 れていたアカマッをも調査 した。
バクシ ョゥの被害木 は,1976年3月 に網室 に移 し,マ ッノマダ ラカ ミキ リ成虫を捕え,樹 幹解
析 を行 なった。 この被害木 には,鳥 がつつ いた跡が多 くみ られたため,テ ーダ マッのよ うな成虫
脱 出後 の細部調査 は行なわなか った。
網室で捕 えた3グ ルー プのマ ツノマダ ラカ ミキ リ成虫 は雌雄 に分 け,体 長,さ や ばね長を測定
した。
結 果 お よ び考 察
1.マ ツノマダ ラカ ミキ リ成虫 の後食痕
マッノマダ ラカ ミキ リ成虫 は加害材か ら脱 出後,健 全 に生 育 しているマツ属 の枝条を ある期間
食害(後 食)の 後,産 卵可能材 に卵を産みつ ける。 この後食 時に,マ ッノマダ ラカ ミキ リに着い
ていたマツノザ ィセ ンチ3ウ が枝条の傷 口か ら樹体 内に侵入 し,急 速 に樹体を衰弱 させ,産 卵 可
能 とな るため,マ ッノマダ ラカ ミキ リが産卵繁殖 す る。
テーダマ ツおよびク ロマツ枝条 に傷つ け られたマ ツノマダ
ラカ ミキ リ成 虫の後食痕 は,テ ーダ マツで は新梢(1年 枝)
か ら5年 枝 まで,ク ロマ ッで は1年 枝か ら7年 枝 までに認 め
られた。 後食痕 数の年枝別 の 頻度分布 は 図一2の よ うにな
り,テ ーダ マツで は2年 枝お よび3年 枝 が,ク ロマ ッでは3
年枝 までの若 い枝が多 く後食の対象にな ったよ うで ある。 こ
のク ロマツの後食痕数分布の傾向 は森本 らおよび萩原 らの調
5,6)
査結果 とほぼ一致 してい る。数え られた後食痕総数 は,テ ー
ダ マッで243カ 所,ク ロマッで231ヵ 所 であ った。 また,バ ク
シ ョウでは,後 食痕 を1つ ずつ数 えなか った が,4年 枝の下
部で切断 して後食痕 を調べ た結果,そ の48本 に後食痕 が認 め
られた。た とえば,1本 あた り10カ 所の後食痕があ った と考
えて も,約500カ 所 となり,バ ク ショウも相 当に数多 く後食
された もの と思 われる。
後食痕長 と幅の頻度分布 は図一3の よ うになる。後食痕 の
中央 部の幅は2mmか ら10mmま でみ られ たが,ク ロマッには2mmの 幅の細い ものは認め られ
なか った。4～6mmの ものが,テ ーダ マッで78%,ク ロマッで70%で,両 樹種 ともその大部分
を占めて いたが,ク ロマ ツにみ られ る後食痕 の幅 がテーダ マッのそれよ りもやや広 いよ うで ある。
測 られた後食痕の最 も長い もの は,テ ーダ マッで143mm,ク ロマ ツで135mmで あった 。実際に
はも っと長い後食痕を野外で時 々みかけ るが,激 しく食害 された比較的細 い新梢 は,折 れた り食
いちぎ られた りす ることもあ り,こ のよ うな場合 には 長 さの測定 は 不可能 である。 後食痕長 は
30mmよ り短 い ものが多 く,テ ーダマ ツで84%,ク ロマ ツで72%を 占め,マ ッノマダ ラカ ミキ
リ成虫の生存 日数,1頭 の後食 量(わ)から推定 して,同 一 カ所で連続 して後食す るよ りも,つ ぎつ ぎ
と場所をかえて食害 を続 ける可能性 が大 きい。
後食面 積を直接に求 める ことは相 当に困難であ るため,そ の長 さ と幅を測定 して面積を推定す










ツで760mma,ク ロマ ツで758mm2で,80mm2以下の ものでは,前 者で55° °,後 者で40%,ま た
160mm2以 下では,そ れぞれ85%,71%と な った。1樹 体の総後食痕面積 はテーダ マツで235cm2,
ク。マ。で305,m・ と推定 され,1頭 あた りの搬 壼よ り食害 した マッノマダ ラカ ミキ リの成 虫
数を求め ると,テ ーダマツで約(ゆ)5頭,ク ロマッで約6頭 となる。
年枝別の後食痕面積 の頻度分布 および平均後食痕面積 は図一6の ようになる。テーダマツでは,
平 均後食痕面 積は,1年 枝で125mm2で あったが,5年 枝 では46mm2,ク ロマ ッでは,1年 枝 で
162mmZ,5年 枝で115mm2と な り,年 枝別の平均後食痕面積 は,両 樹種 と もに枝 の年齢が若 い
ほ ど大 きい傾 向がみ られ,後 食痕面積 はテーダマ ッの ものはクロマッの もの に比べて相 当に小 さ
い0
2.樹 幹 におけるマ ッノマダ ラカ ミキ リの加害状況
白浜試験地で1975年 と1976年 に,マ ッノマダ ラカ ミキ リ成虫の羽化脱出後に,幼 虫 の材への穿
入孔,踊 室,成 虫の羽化脱出孔を確認 した結果を図
一7お よび図一8に 示す。
マッノマダラカ ミキ リは幼虫が材へ穿入 してから,
いずれの調査木 も約45%の ものが死亡 していた。千
10)lll
葉県下の調査で も穿入孔 に対 する成虫発生率が40～50%と 報告 されている。越智は産卵か ら幼 虫
が材に穿入 す るまでの激 しい個体数減少 に比べればす くないが,幼 虫 の穿入後 にお ける密度や天
敵 などのための個体数減少 を報告 し,さ らに蠣室形 成後の高い死亡率 が茨城県 で調査 され,マ(ゆ)ツ
ノマダ ラカ ミキ リは材 の中で多 くの個体が,種 々の原 因で死亡す る ものと考え られ る。
幼虫の材への穿入 口か ら蠕 室までの長 さは3～12cmま でみ られ,樹 幹の太い ところで 短 く,
細 いところで長い傾 向があ り,樹 幹上部で はと くに長い ものがみ られたが,大 部分の ものは4～
7cmで あ った。
樹幹表面積100cm2あ た りの羽化 脱出孔 は,平 均 して テーダ マツで α21,ク ロマ ツで0.15お
よび0.24,ア カマッで0.12で あったが,食 害 しなか った樹幹下部 および上部を除 くと,そ れぞれ,
0.25,0.23,0.40,0.16と な り,い ずれ も樹幹 の向 きによる差 はほとんどみ られないよ うで ある。
マッノマダ ラカ ミキ リが食害 しなか った ところは,樹 幹下部で は 樹皮が1cmま たはそれ以上
14
のと くに厚 いところで,樹 幹上部で は直径が細過 ぎると思 われ るところであ る。樹幹最上部の成虫
の脱 出孔 はテーダマ ツでは直径3.lcm,ク ロマツでは3.2cm,2.2cm,ア カマツでは4.6cm,バ
クシ ョウでは3.Ocmで あ った。クロマ ツの2.2cmの 直径 は,マ ッノマダ ラカ ミキ リが繁殖 し得
るぎりぎりの太 さと思 われ る。各樹種 とも樹皮の厚さが4～5mm以 下の薄 いところで食害が多 く,
樹皮 が1.5～2.Ommで あった テーダマ ツの樹 高9.3～10.3m部 位で は,樹 幹表面積96cm2に1
個の穿入孔が作 られ,116cm2で1頭 の成虫 が羽化 していた。1976年 に調査 した クロマ ッの樹 高
4.3～5.3m部 位(樹 皮厚約2mm)で,89cm2で1個の穿入孔 があ り164cm2で1頭 の成虫が羽
化脱 出していた。また同 じクロマツの5.3～6.3m部 位(樹 皮厚約1.5mm)で は,83cm2で1個
の穿入孔 がみ られたが,脱 出孔 は208cm2で1個 であ った。 この場合,6.3m高 で は直径が2.7
cmで 細か ったため と思 われ る。 和歌 山県の潮岬の クロマ ツ激害地 での調査で,材 への穿入孔 が
:3)
多い ところで は樹幹表面積100cm2弱 で1個 の穿入孔 が観 察され,穿 入孔で本調査 と似 た結 果が
報告 されて いる。
3.マ ツノマダ ラカ ミキ リ成虫の大 きさ
マ ッノマダ ラカ ミキ リの羽化脱出 は,各 地で調査され,年 によって,ま た地域によ ってかな り
の差異 がみ られ るが,大 体5月 中旬か ら8月 上旬 に,加 害木か ら成虫が脱出 している。白(ユる ゆ)浜試験
地 では,テ ーダ マッか らは1975年5月25日 か ら7月22日 まで,ク ロマ ツか らは1976年5月25日 か
ら7月2日 まで,上 賀茂試験地のバ クシ ョウか らは,1976年6月22日 か ら7月14日 まで成虫 が羽
化脱 出 して きた。両試験地で羽化開始 日に差 がみ られ るの は,温 度差が影 響 しているためであろ
う。5日 間隔 でまとめた羽化脱出の経過 は,そ れぞれ図一9の ようにな り,や や雄 の羽化 が早 く,
雌 がおそい傾 向がみ られた。 捕えた成虫数 は,テ ーダマ ツを食害 して いた もので雄30,雌37,
ク ロマッか らは雄22,雌24,バ ク ショウか らは雄53,雌50で,バ クシ ョウか らの脱出が とくに
多か った。
各成虫の さやばね長 と体 長の頻度分布 はそれぞ
れ図一10,図 一11に,各 グループの平均値 を求 め
ると表一1の よ うになる。
さやばね長,体 長 ともに,白 浜 のものと上賀茂
の もの とに大 きな差がみ られる。白浜 のもので は,
テーダマ ッか ら脱出 した個 体が,ク ロマッか らの
ものに比べてやや大 きい傾 向がみ られ るが,両 者
には有意差 は認め られない。さ らに越智 らが潮(い)岬
で繁殖 したマ ツノマダ ラカ ミキ リを 調査 した結果
と も大 きな差はみ られない。
バ クシ ョウの樹 幹には鳥 がつ ついた跡 が多 くみ
られた(約20カ 所)の で,テ ーダ マツや クロマツ
の ように,脱 出孔,蠣 室,穿 入孔 を調査 しなか っ
た ので,仮 に樹幹 表 面 積100cm2あ た りの捕 虫
数 を求め ると0,58と な る。 バ クシ ョウの 樹皮 は
0.3m高 で も約7mmと 樹幹下部まで樹皮が比較
的薄 く,ほ とんど地際(地 上10～15cm)ま で,
マツノマダ ラカ ミキ リが食害 して いたので,こ の
値 はほぼ食害 部樹幹表面積 あた りと考えて もよい。










成 虫が羽化脱 出 した ことになる。 さらにバ クショウで は鳥 に殺 された個 体を考えねばな らない。
成虫 の大 きさに差が あ らわれた原 因 として,食 害木 の樹齢,樹 種(餌 の質)の 違 い,地 域的 な環
境 の差,白 浜で はすで に被害 は最盛期 を過 ぎ,食 害 し得 るマ ツ類が小径 木で非常 にす くな くなっ
ているのに比べて,上 賀茂で は被害は軽 く,マ ツ類 も多 い,な どさまざまな要因が考 え られ るが,
さ らに詳 しく調査を続 ける必要があろ う。白浜で繁殖 したマ ツノマダ ラカ ミキ リ成 虫 と上賀茂で
繁殖 した ものとで,そ の大 きさに図一10,図 一11,表 一1に み られ るよ うな大 きな差 があ らわ れ
た ことは興味 あることで ある。
4.被 害木 の枯死 まで の生育
調査木 の樹幹縦 断面を示す と図一12の よ うになる。
テーダマ ツは1961年 に植 栽 され,1973年 末 には胸高直径13.5cm,樹 高12.41mに 生長 し,100




なが ら伸 長する。京都 における調査で は,
1段 目の枝階 の伸長 は5月 下旬～6月 上
旬に終 了 し,続 いて2段 目を7月 中旬～
下旬までに,さ らに続 いて3段 目を伸長
させ ている。 白浜 では,気 温の関係 で,
京都よ り旬 日早 く伸長す るもの と考え ら
れ る。枯 れたテーダ マッの1974年(枯 死
年)の 樹高生 長は59cmで あ ったが,1段
目は43cm,2段 目が16cmで あ った。こ
の 木 の過去 の樹高生長量 は80～110cm
で,枝 階 は3段 作 っていた。1974年 の1
段 目が43cm伸 びて,さ らに2段 目 も伸
長 していた ことは,1段 目の生長 は正常
で あった と考 えて もよいであろ う。 テー
ダマ ツは,2段 目の伸長量 が1段 目よ り
も多 い個体 もあ るが,2段 目は1段 目よ
りもf帳 量1評 くなく80～85%の 場合
が普通である。2段 目が16cm伸 びた と
ころで停止 していた ことは,こ の2段 目
の伸長期 にあた る5月 下旬～7月 中旬の
ある時期 に,何 らかの原 因で伸長を停止
した もの と考 え られる。さ らに,胸 高 に
おける皮な し直径の生長量は枯死 した1974年 には2.5mmで,1969～1973年の5年 間の平均生長
量5.1mmと 比べてほぼ半分生長 し,生 育 の前半期 は生 長 していたと考え られ る。
19)
バ クシ ョウは1950年 に見本樹 として1本 植栽 されて いる。バ クシ ョウの樹 高生長 は,田 中 らの
zoo
上賀茂試験 地 における調査によると,5月 中旬 には生長 が終 るアカマツ,ク ロマッ型であ る。一
部 には5月 中旬以後6月 中旬 にかけて わずか に伸長す る個体 もみ られ る。調査木の1975年(枯 死
年)の 樹高生長は36cmで,過 去 の年生長量 は30～40cmで,1975年 の生長量 は正常 と認 め られ
る。 また胸 高直径 の皮 な し生長量 も1975年 は4.6mmで,1970～1974年の平均生長量7.9mmの
半分以上 も生長 して いた。
クロマ ッで は1974年 に枯 れた ものは,過 去 の平均樹高生長量60cmに 対 し,1974年 は50cm,
ユ975年 に枯 れた ものは過去 の平均42cmに 対 し,54cmで,両 調査木 とも枯れた年の樹高生 長は
正常で,直 径 も過去 の年生長量の約50%は 生長 していた。
5.マ ツノザイセ ンチュウの確認
1974年10月 下旬に,針 葉 が褐変 したテーダ マツ 樹幹の胸高部位付近 か ら 採取 した材片 と1975
年 に羽化 したマッノマダ ラカ ミキ リ成虫か ら,さ らに,バ クシ ョウでは1976年 に羽化 した成 虫か
らマッノザ イセ ンチュ ウを分離確認 した。
6.調 査木 の枯死 とマツノマダ ラカ ミキ リー マツノザ イセ ンチュウ
日本在来 のアカマ ツ,ク ロマ ツがマ ツノザイセ ンチュウを保持 したマ ツノマダ ラカ ミキ リの後
食 の際に,そ の傷 口か ら侵入 したマ ツノザ イセ ンチュウのために,急 激に萎 凋 し,マ ツノマダ ラ
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カ ミキ リの産卵を許 し,そ の繁殖 の場 とな って いることは周知の事実であ る。クロマ ツでの生 長
経過をみ ると,本 調査木において も枯れ た年 の樹高生長量 はその連年生長 量 と差 がな く,さ らに,
白浜試験地で1976年 にマ ツノザ イセ ンチ ュウのために枯 れた クロマッ10本 について,樹 高生長を
調査 した結果,平 均連年生 長量 は,1976年 は65cm,1975年 一68cm,1974年 一68cm,1973年 一61
cm,1972年 一65cmで 枯 れた年 の生長量 は連年生長量 とほとん ど同 じであ る。白浜で のクロマ ツ
の樹高生長 は5月 中～下旬には終 るか ら,5月 中旬頃 か ら発生 したマ ッノマダ ラカ ミキ リによ っ
て運ばれたマ ッノザ イセ ンチ ュウのために枯 れて も,マ ッノザ ィセ ンチ ュウの樹体 内での繁殖 加
害期間(  ラ)を考えれば,樹 高生長は正常 に終 って か ら枯死す ることにな る。
さきに述べた テーダマ ッおよびバク ショゥの枯死 までの生育状況か ら,テ ーダマツでは2段 目
の枝階を伸長 させてい る6月 ～7月 に,バ クショゥで は樹高生長が終 った6月 以後 に,何 らか の
障害が生育 に対 して作 用 したために枯 れた と考え られ,こ のことは直径 生長か らも認 め られる。
障害 の要因 と して,つ ぎのよ うな ことが らが考え られ る。
1)両 樹種 ともに,生 長を停止 した と思 われる時期 は,マ ッノマダ ラカ ミキ リの羽 化脱出期 ま
た はそれ に続 く近い時期であ る。
2)枯 れた テーダマ ツ,バ クシ ョウの枝条 に数多 くのマッノマダ ラカ ミキ リ成 虫の後食痕 が認
め られ た。
3)テ ーダマ ッが生育 していた白浜試験地 のアカマッ,ク ロマッはマ ッノザ イセ ンチュウー マ
ツノマダ ラカ ミキ リの激害を うけていた。バ ク ショウの上賀茂試験地において も,マ ツノザイセ
ンチュウが確認 され,一 部の アカマッは被害 を うけて いた。
4)テ ーダマ ッの材 片,両 被害材 か ら脱 出 したマッノマダ ラカ ミキ リ成虫 に,マ ッノザイセ ン
チュウが認 め られた。
以上の ような ことか ら,テ ーダマッ,バ ク ショウの生長停止,枯 死 に,マ ツノザイセ ンチaウ
ー マツノマダ ラカ ミキ リが関 った もの と推論 して もよいで あろう。
あ と が き
多 くのマ ツ属の うちには,テ ーダマッ他数種 のよ うに,マ ッノザ ィセ ンチュウに対 して抵抗性
3)
を持 ってい ることが報告 されてい る種類 や,リ ュウキュウマッ(P.luchuensis)や フランスカイ
ガ ンシ ョウ(P.pinaster)の よ うに,ア カマツ,ク ロマッと同(ゆ)じような激 しい被害を うけ る種 類
も存在 して いる。
テーダマ ツはマ ッノザ イセ ンチ ュウに抵抗性 を持 っている種類の なかで も,と くに強い もの と
考え られていた。 ここに,非 常 に稀 らしい ことと思わ れるが,テ ーダマ ッの枯死にマ ツノザイセ
ンチュウが関与 していた と思われ る事例 を報告 した。 しか し,こ の被害 テーダマ ッは,現 在 の と
ころ,白 浜試験地のテーダマ ツ実験林 の中の唯一 の例で あること,境 を接 して生立 していたク ロ
マ ツ林 はマ ツノザ イセ ンチ ュウーマツノマダ ラカ ミキ リのため に全滅 して しまった ことも報告 し
てお く。バ クシ ョウの場合 には,こ れまでに被害報告 がな く,結 論を得 るにはさらに今 後の調 査
を待たねばな らないであろ う。今後 は京都大学農学部 附属演習林 に育て られてい る多 くの外 国産
の マッ属について,マ ッノマダ ラカ ミキ リの食害状況,マ ッノザ イセ ンチzウ に対す る感受性 な
どの調査を続 け る予定 である。
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Résumé
 It is well-known that the severe damages to Japanese red and black pine in pine stands 
throughout western Japan have been attributed to the attack of nematode (Bursaphelenchus 
lignicolus) and sawyer (Monochamus alternatus). 
 A Loblolly pine (P. taeda) at Shirahama Experiment Station in Wakayama prefecture and 
a Lace-bark pine (P. bungeana) at Kamigamo Experiment Station in Kyoto prefecture 
were withering respectively in autumn, 1974 and 1975, and these stems were infested with 
Japanese pine sawyer. 
 DBH and tree height of Loblolly pine were 13. 2cm and 13. Om in 1974, and the adults 
of Monochamus alternatus emerged from its stem in 1975. In the case of Lace-bark pine, 
its DBH and height were 12. 6cm and 7. 4m in 1975, and the adults emerged in 1976. 
 Size of Monochamus alternatus adults emerged from these stems was measured with length 
of body and elytron, and the entrance of gallery, pupal cell and emerged hole was observed 
in 1975 and 1976, respectively.
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 The results obtained from the investigations were as  follows  : 
 1. The fed wound by longicorn had been marked on years old branches in Loblolly 
pine, and years old branches in Japanese black pine. The total numbers of the fed 
wound on twigs or branches were 243 in a Loblolly pine and 231 in a Japanese black pine, 
especially there were many fed wound on  1--3 years old branches (Fig. 2). 
 Its width was  2--10mm in Loblolly pine and  3-,-10mm in Japanese black pine, and fed 
wound of  4--6mm width was about  78% in the former and about 70% in the latter. The 
longest adult feeding mark was 143mm length in the Loblolly pine, and 135mm length in 
the Japanese black pine. But there were many less than 30mm in length (Fig. 3). 
 2. The area of fed wound on twigs or branches was in proportion to the product of 
length and width. Namely, the area was  0.886 times of the product of length and width 
(Fig.  4), it was estimated that the total wound area was 235cm2 in a Loblolly pine, and  305cm2 
in a Japanese black pine. In the case of the mean area of adult feeding marks on branches 
of same age, the younger the branch age was, the larger the mean area of fed wound was. 
 3. After the larvae of  Monochamus alternatus bored a hole into xylem, the sawyers died 
about  45% before the adults emerged from xylem (Fig.  8). The emerged hole was in 
average of whole stem  0.  21 in Loblolly pine,  O. 15 and  0.24 in Japanese black pine and 
 O. 12 in Japanese red pine per  100cm2 of stem surface. 
 4. Monochamus alternatus adults emerged from May 25 to July 22 from Loblolly pine 
stem in 1975 and emerged from May 25 to July 2 from Japanese black pine in 1976 at 
Shirahama, and the emergence of longicorn was observed from June 22 to July 14 in 1976 
at Kamigamo (Fig. 9). 
 5. Size of adult (length of body and elytron) emerged at Kamigamo was larger than 
that emerged at Shirahama (Fig. 10 and 11, Table 1). 
 6. In the case of Loblolly pine and Lace-bark pine infested with Monochamus  alternatus, 
height growth in withering year was similar to annual growth on  height, and also diameter 
growth amounted to half of annual growth on DBH. 
 7. The nematode  (Bursaphelenchus lignicolus) was recovered from Monochamus alternatus 
adult emerged from Loblolly pine and Lace-bark pine. 
 8. It seemed that Loblolly pine and Lace-bark pine were withering by the influences 
of the nematode and were attacked by longicorns.
